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（１）第５次朝日町総合発展計画を実現するための３つの柱に行財政資源を集中

○ 信頼とつながりにより地域の力を高める 【地域力の向上】

○ 安定した暮らしができる産業をつくる 【産業力の向上】

○ 安心と魅力のある定住環境をつくる 【定住力の向上】

（２）町民生活と地域経済を守る、緊急対策の実施　　【（１）の再掲 】

○ 緊急雇用対策

○ 地域産業への緊急支援

１．予算規模　　　４１億２,０００万円
　（平成2１年度当初　46億4,500万円、　5億2,500万円（11.3%）の減）

２．歳入について
○一般財源 （単位：千円、％）

2１年度比較増減
額 率

町税 569,548 ▲30,797 ▲5.1
地方交付税 2,260,000 50,000 2.3
臨時財政対策債 244,300 22,100 9.9
財政調整基金繰入金 67,000 31,000 86.1
減債基金繰入金 0 ▲65,544 皆減
その他（譲与税、交付金他） 184,445 802 0.4
一般財源総額 3,325,293 7,561 0.2

（千円）

町民税の減

平成２２年度　一般会計予算の概要

162,752

○ 普通建設事業の堅実な実施

2２年度

・「第5次朝日町総合発展計画」及び「平成22年度町長方針」に基づく施策に財源を重点配分。
・併せて、100年に一度と言われる世界的な経済金融危機にあたって、町民生活と地域経済を守
る観点から、21年度補正予算、22年度予算と、切れ目なく連続的に施策を実行。
・厳しい財政状況を踏まえ、行財政改革に引き続き取り組むことにより、人件費をはじめとする
一般行政経費の抑制を行い、政策的経費の財源を確保する。

391,998

149,676

1,098,474

26,700

11,000

地方財政計画に基づく推計による

普通交付税：経済対策による増、公債費の減

普通交付税からの振り替え分の増

21年度繰上償還実施

　

　　　　　交流を促進し、町民との協働により、町の活力を高める。
　　　　　　　　～「産業力」を中心とした施策により、大きく飛躍します。～
　
○人材育成、地域の力 ○暮らしを守る、産業の力 ○基盤整備、定住の力

平成２２年度町長方針　（町政運営の基本方針）
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３．町民生活と地域経済を守る緊急対策

■普通建設事業の堅実な実施

○比較的に少額の事業を数多く実施し、地域の事業者の受注機会を確保する

■雇用対策

○緊急雇用対策 26,250

○新規学卒就業者奨励金　 450

■地域産業への緊急支援

○持家住宅建築奨励金 4,500

○木材製品利用住宅建築奨励金 1,500

○商工業融資制度保証料補給金 3,600

○商店街活性化対策 1,400

《参考》

 　平成２１年度補正予算対応分

　■地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業　【国2次補正】

2,000

22,900

10,000

11,200

2,700

9,200

18,200

6,300

40,000

5,000

4,200

7,200

1,350

○デマンド交通車両車庫整備事業

◆３０万円（使用国産材費の４０％）を限度に、持ち家住宅の建設工事（新築、増改築、

　修繕、模様替え）に対して助成金を交付

　◆町臨時職員を増員し雇用の場を確保するとともに、事業者が行う失業者の雇用を支援する

○朝日自然観整備事業

○体育施設整備事業

26,700

11,000

140,250

～平成22年度以降の実施を計画していた事業の前倒し実施、事業内容の拡充～

（千円）

391,998

○庁舎修繕事業

○中学校整備事業

◆セーフティネット保証への対応

◆地域振興券の１０％増分であるプレミアムセットへの補助

（千円）

○町道整備事業

○小学校整備事業

○町営住宅整備事業

○住宅団地整備事業

○西部公民館整備事業

○あさひ保育園里山整備事業

○町立病院整備事業

○案内板設置事業

　模様替え、外構工事）に対して助成金を交付

　◆町内に就業する新規学卒者に対して、３万円を給付する

◆５０万円（工事費の１０％）を限度に、持ち家住宅の建設工事（新築、増改築、修繕、
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時代に適応した、信頼される行政の確立

●みんなで支える子育て環境の整備 　
  　～働いている親も安心して子育てのできるまちをつくる～

●健康で、生き甲斐をもって活動できる環境の整備
　  ～生涯現役で活躍できる健康な人を増やす～
　    　　　　　　　

●安全安心で、快適な環境の整備
    ～地域ぐるみの支え合いと、生活を支える基盤をつくる～

●地域特性を活かした農業の産地力強化 　
　　～朝日町ブランドづくりを進める～
　　　　　　     　　　

●まちに活力を生み出す産業の創出
    ～多様な連携による企業集積と創造的[ものづくり]の推進～
　　　　　　　　

●地域の宝物を活用した交流・観光の推進
    ～地域資源や「食」の活用と、情報発信力を強化する～

●地域を支える人材の育成　
　　～地域課題を自ら捉え、やる気と挑戦する人をつくる～
　　

●郷土愛を育む活動の推進
　  ～地域に自信と誇りを持つ人をつくる～
　　     　　　　　　

●未来を担う子ども達の教育環境づくり
　  ～心身のたくましい健やかな子どもをみんなで育てる～

安心と、魅力のある
　定住環境をつくる
   

安定した暮らしができる
　産業をつくる
   

信頼とつながりにより
　地域の力をつくる
　　

ともに考え
 　ともに築く
 まちをつくる

～ 人と人の
　　「つながり」が
 　　　　あるまち ～

『交流』による
 　活力のある 
　まちをつくる

～ 交流による
　　新たな「価値」と
    　「にぎわい」の創造 ～

　　　いつの時代も自信と誇りを持ち　
　　　住みたい、ずっと住み続けたい　
　　　　　魅力のあるまちをつくる
　　　　～ 自立した地域をつくる ～

地域力

定住力 産業力

朝日町 第５次総合発展計画

地域力の向上定住力の向上 産業力の向上

空気澄み　人つながり　志高く
　　　　未来を拓く　朝日町基本構想

●新鮮な情報を受・発信し、町民とともに考え、ともに行動する行政の確立
●町民に分かり易い経営を目指し、町民の視点に立った成果指向の行政システムの構築
●自立を支える行財政基盤の確立

① 信頼とつながりにより地域の力を高める【地域力の向上】28,421
○地域を支える人材の育成～地域課題を自ら捉え、やる気と挑戦する人をつくる
人材育成事業「協働のまちづくり推進プロジェクト（あさひ未来塾）」2,000 
○郷土愛を育む活動の推進～地域に自信と誇りを持つ人を育てる
地域の自発的な取り組みを支援（地域提案型交付金、総合雪対策制度）11,000 
地域づくり支援機能強化（協働検討機関設置、町職員地域支援担当事業、美しい農村づくりの継承、学校跡地利用）800 
地域づくりへの参加を促す（志藤六郎村おこし基金を活用した地域のｼﾝﾎﾞﾙづくり等への助成）3,000 
一人ひとりが町を好きになり誇りを持つための取り組み（朝日町読本作成等）3,550 
○未来を担う子ども達の教育環境づくり
子どもの学ぶ力を高める仕組みづくり（トライアングルパートナーシップの推進、各学校における学力向上への支援、英語指導助手の配置）8,071 

② 安定した暮らしができる産業をつくる【産業力の向上】30,452
○地域特性を活かした農業の産地力の強化～朝日町ブランドづくりを進める
高品質りんご生産緊急対策（奨励品種・新技術の導入促進）4,000 
連携・協働・促進対策（生産者・市場関係者交流会、輸出推進、等）2,118 
活力ある農業者の育成支援（後継者・新規就農者の支援対策、農家提案型補助事業、等）3,800 
○まちに活力を生み出す産業の創出～多様な連携による産業集積と創造的「ものづくり」を進める
地域資源を活かした産業創造への支援（（仮）朝日町産業創造推進機構の創設、新事業経営安定対策の継続、開業支援利子補給等）10,300 
産業立地による雇用の場の確保（産業立地推進員制度等）614 
町内商工業の振興（町内企業雇用促進ＰＲ支援、商業活性化対策事業補助、商工会指導事業補助、等）5,620 
○地域の宝物を活用した交流・観光の推進～地域資源や「食」の活用と情報発信力を強化する
朝日町の魅力を発信し受け入れ体制を整備（観光振興推進員を設置、観光協会補助）4,000 

③ 安心と、魅力のある定住環境をつくる【定住力の向上】630,323
○みんなで支える子育て環境の整備～働いている親も安心して子育てのできるまちづくりをすすめる
子育て支援拠点施設の整備 （子育て支援センターと統合保育園を併設した子育て支援のための拠点となる施設）133,162 
子育てに係る経済的負担の軽減（第２子以降の保育料軽減、６歳未満児の医療費完全無料化、等）32,162 
多様な保育ニーズへの対応　（早朝・延長・3歳未満児保育等の実施）9,947 
子育てを支える多様な仕組みづくり（子育て支援ｾﾝﾀｰ設置、放課後子ども教室の実施、放課後児童ｸﾗﾌﾞ補助）7,842 
高校通学に困らない交通手段の確保（山形市直行バスの運行、バス定期券に対する助成）6,636 
○健康で、生き甲斐を持って活動できる環境の整備～生涯現役で活躍できる健康な人を増やす
健康づくりの推進（新健康診断事業、健康相談指導事業）31,234 
地域医療の充実（在宅当番医制・休日診療等、朝日町立病院運営補助）164,286 
高齢者が元気で安心して生活できる（福祉ﾊﾞｽ運行委託、長寿ｸﾗﾌﾞ助成、元気ｸﾗﾌﾞ助成）4,035 
○安心安全で、快適な環境の整備～地域ぐるみの支え合いと、生活を支える基盤をつくる
豊かな自然と調和した快適な生活基盤の整備（まちづくり交付金による町道・交流広場公園等の都市基盤整備、町単独の町道整備）96,500 
快適で多様な住宅環境の整備（町営住宅の整備（まちづくり交付金事業））108,000 
建てやすい仕組みの整備（合併処理浄化槽の設置補助、木造利用住宅建築助成等）32,100 
震災対策の推進（耐震診断、防災対策装備）4,419 

●地域を支える人材の育成
～地域課題を自ら捉え、やる気と挑戦する人をつくる～
・地域を支えるリーダー、ＮＰＯ等の団体育成　1,000 
　（協働のまちづくり推進プロジェクト（人材養成事業）

●郷土愛を育む活動の推進
～地域に自信と誇りを持つ人を育てる～
・一人一人が町を好きになる取組み　14,078
　（「朝日町読本」の普及・「朝日町検定」の実施、各町立公民館での各種講座等） 
・集い学び合う交流環境づくり　交流による地域の元気づくり　31,736【再掲】5,400

  （自治公民館の整備・改修　【再掲】観光案内板整備、まちづくり活動支援等） 
・みんなで考え支え築くコミュニティづくり　19,118
　（町職員地域支援担当事業、地域提案型交付金、雪対策支援事業、集落点検の実施等）

●未来を担う子ども達の教育環境づくり
～心身のたくましい健やかな子どもをみんなで育てる～
・子どもに合った教育の場の確保・応用力ある確かな学力を育てる　28,200
　（各学校における学力向上への支援、特別支援学校就学助成事業、英語指導助手配置等） 
・豊かな体験を通して自主・自立の心とたくましさの育成　【再掲】3,000
　（【再掲】町立中学校職場体験学習、各町立公民館での各種講座や教室の支援等） 
・地域、家庭の教育力向上への支援　 560
　（家庭・学校・地域一体の子育ての推進等）

・安心して教育が受けられるための支援・教育内容に合った施設設備整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　68,060　（うち【再掲】6,595）
　（宮宿小学校体育館整備、ｽｸｰﾙﾊﾞｽ更新・運行委託【再掲】山形直行ﾊﾞｽの運行等）

●地域特性を活かした農業の産地力の強化
～朝日町ブランドづくりを進める～
・安全安心・美味しい日本一の「りんご」づくり　15,140
　（奨励品種や新技術の導入促進、りんご輸出拡大支援、和合大堰の改修等） 

・園芸作物や米などのブランド品づくり　1,650
　（ブランド米確立と販売促進、「安全安心米」づくりへの支援） 
・農業の担い手の育成　6,786
　（後継者・新規就農者への初期投資等に係る支援、農家提案型補助事業等）

●まちに活力を生み出す産業の創出
～多様な連携による産業集積と創造的［ものづくり］の推進～
・既存企業の振興　41,260
　（商業活性化対策事業補助、緊急雇用対策事業、新規学卒就労者奨励金等） 
・新たな事業創出への支援・育成：「場」のブランドづくり　14,500
   （新事業経営安定対策、企業立地奨励補助、朝日町産業創造推進機構への支援等）

●地域の宝物を活用した交流・観光の推進
～地域資源や「食」の活用と、情報発信力を強化する～
・交流・観光資源の整備　60,584
　（地域資源を活かした体験観光の推進、子ども農山漁村ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等の教育旅行受入、
　　朝日自然観の維持修繕等）

・観光振興体制の充実　6,000
   （観光振興推進員の配置、観光協会の体制強化等）

・観光交流情報の収集・発信体制の充実　3,756
   （観光協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実、地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの戦略的な構築等）

　

●みんなで支える子育て環境の整備
～働いている親も安心して子育てのできるまちづくりを進める～
・町民が安心して利用できる安全な子育て支援拠点施設の整備・活用　 41,517
　（子育て拠点施設の運営、保育園跡地の利活用等） 
・子育てに係る経済的負担の軽減　177,787　（うち【再掲】675）
　（第２子以降の保育料軽減、通園バスの無料運行、未就学児の医療費完全無料化等） 

・健やか健診、育児健診等の実施　5,547　（妊婦健康診査無料化の拡充）

・地域で支える子育て環境の整備・充実　7,163（放課後児童クラブ・放課後子ども教室の実施）

●健康で、生きがいをもって活動できる環境の整備
～生涯現役で活躍できる健康な人を増やす～
・健康づくりと健康チェックの充実　33,396 （がん検診、特定健診の実施等）

・安心して暮らせる環境整備　159,748　（うち【再掲】2,580）
　（在宅福祉の支援、障がい者福祉の支援、長寿クラブ等）

・地域医療の充実　217,136（朝日町立病院運営補助）

・介護支援の充実　102,859（介護保険特別会計への繰出）

・地域における支え合い：高齢者自立生活支援システムの整備　20,213
　（社会福祉協議会・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ運営補助、元気ｸﾗﾌﾞへの支援等）

●安全安心で、快適な環境の整備
～地域ぐるみの支え合いと、生活を支える基盤をつくる～
・災害に備える基盤整備や地域防災体制の確立　45,488
　（耐震性貯水槽の整備、木造住宅簡易耐震診断助成、消防団員活動服整備等）　 
・地域ぐるみで支える雪対策事業の推進　【再掲】1,700
　（除雪用ドーザの計画的更新、【再掲】地域提案型交付金） 
・快適で多様な住宅環境の整備　33,089（持家住宅建築助成、合併処理浄化槽の設置補助等） 

・安全で便利な交通環境の整備　208,595（町道等の整備、山形直行ﾊﾞｽ・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型乗合ﾀｸｼｰの運行） 
・情報通信環境の整備　24,049（地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送難視地区での共同受信施設整備の支援等）

・循環型地域社会の構築　1,397（澄んだ空気を守る町民運動の展開、菜の花ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進）

・詩情溢れるふるさと景観の構築　20,490（まちづくり活動支援、ﾌｯﾄﾊﾟｽ周辺環境等）

 

安心と魅力のある定住環境をつくる　1,098,474 信頼とつながりにより地域の力をつくる　162,752 安定した暮らしができる産業をつくる　149,676

数値は平成２２年度当初予算額（単位:千円）

【　平成２２年度の主要な施策　】
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１．信頼とつながりにより地域の力をつくる 

「 地域力 の向上」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 1-1：地域を支える人材の育成 

～地域課題を自ら捉え、やる気と挑戦する人をつくる～ 

☆ 地域を支えるリーダー、ＮＰＯ等の団体育成 

「協働のまちづくり推進プロジェクト」 

（担当：教育文化課） 

 

町では、「協働のまちづくり指針」を策定し、町民が自主的に町づくり

に参加し、町民と行政との協働によるまちづくりを本格的に進めます。 

 そのためには、地域を支え、町を支

える人材が必要不可欠であり、「あさ

ひ未来塾」から発展したグループの活

動支援と新たな人材育成事業に取り組

みます。 

 

主な経費 

・プロジェクト運営委託料                  １００万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）                 １００万円 

☆ みんなで考え支え築くコミュニティづくり 

「地域提案型交付金事業」                         （担当：政策推進課） 

 

地域の創意と工夫を活かした「元気な地域づくり」をめざす住民自治活動

を支援するため、各地区に対して「地域提案型交付金」を交付します。 

 

主な経費 

・地域提案型交付金、雪害対策事業         １,３５０万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（志藤六郎村おこし基金からの繰入れ）    ３００万円 

・町の負担（一般財源）              １,０５０万円 

基本方針 1-2：郷土愛を育む活動の推進 

～地域に自信と誇りを持つ人を育てる～ 
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☆ みんなで考え支え築くコミュニティづくり 

「町職員地域支援担当事業」                      （担当：政策推進課） 

 

 平成２０年度からの継続事業として、地域づくりの推進を目的に、町職

員を「地域支援担当職員」として各区に配置し、各区の計画実現や課題解

決に向けた取り組みを行い、協働のまちづくりを進めます。 

 

主な経費 

・協働のまちづくり、地域支援担当事業 他           ６９万円 

・美しい農村づくりの継続、地域づくり対策 他      １４３万円 

・旧小学校校舎等利活用推進                            ２０万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）         ２３２万円 

 

 

 

「集落対策支援事業」                            （担当：政策推進課） 

 

 高齢化率が高い地区等を対象に、集落調査員と職員の協働による集落の

状況把握や集落点検を実施し、その結果を活用し、集落の問題解決に向け

取り組みます。 

 

主な経費 

・集落調査の実施、地域計画づくりの支援         ３５万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）          ３５万円 

☆ 一人一人が町を好きになる取組み 

「朝日町の魅力発見事業」                         （担当：政策推進課） 

 

 町の魅力を分かりやすく、おもしろく知っていただき、これまで以上に町

を好きになり、誇りにつなげてもらうため、これまでのエコミュージアム活

動の成果や、町史編さんを活用し、町内外の方々に町の魅力を発信していき

ます。 

 

主な経費 

・「朝日町読本」を活用した「朝日町検定」の実施 新規  ３８万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）              ３８万円 



平成 22年度の主要な施策 

- 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 子どもに合った教育の場の確保・応用力ある確かな学力を育てる 

「学力向上支援事業」                            （担当：教育文化課） 

  

一人ひとりの児童・生徒に対するきめ細やかな教育を支援し、知識や技

能、思考力等の総合的な学力の向上を図ります。 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

西五百川小学校 8 12 13 13 11 17 74 7

宮宿小学校 32 30 38 29 30 41 200 8

大谷小学校 13 22 13 12 14 17 91 7

朝日中学校 55 75 65 195 8

児童・生徒数
学校名 学級数

平成２２年度学級編成一覧表（予定）

   

主な経費 

・学力向上推進事業 拡充                            １８４万円 

・学習生活指導補助員等の配置 拡充                ６１８万円 

・英語指導助手（ALT）招致事業                   ４７１万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）         １,２７３万円 

基本方針 1-3：未来を担う子ども達の教育環境づくり 

～心身のたくましい健やかな子どもをみんなで育てる～ 

☆ 安心して教育が受けられるための支援・教育内容にあった施設整備 

「宮宿小学校体育館整備事業」                    （担当：教育文化課） 

 

 安全・安心な学校生活が送れるよう、宮宿小学校体育館の改築に着手する

ため、実施設計を行います。 

 

主な経費 

・宮宿小学校体育館整備事業 新規          １,８００万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（借金・学校教育債等）           １,６２０万円 

・町の負担（一般財源）                １８０万円 
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２．安定した暮らしができる産業をつくる 

「 産業力 の向上」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 安全安心・美味しい日本一の「りんご」づくり 

「高品質りんご生産緊急対策事業」                （担当：産業振興課） 

 

樹木の高齢化と品種構成の偏りによる品質低下を抑え、「朝日町りんご」

の更なるブランドづくりを行うため、高接ぎ・ワイ化改植及び苗木購入によ

る優良品種への更新について支援します。 

 

主な経費 

・高品質りんご生産緊急対策事業 拡充             ７８９万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）          ７８９万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 2-1：地域特性を活かした農業の産地力の強化 

～朝日町ブランドづくりを進める～ 

○補助対象品種 

シナノスイート、秋陽、ファーストレディ 

○その他 

 詳細については、担当までお問合せ下さい。 

 

☆ 「安全安心米」づくり「清流美人」等のブランド化、販売促進の支援 

「ブランド米生産・販売促進事業」                （担当：産業振興課） 

 

人工衛星を利用し、刈り取り前に良質米を厳選した「あさひ清流美人」の

ブランド確立を図るため、生産技術の向上及び販売促進を支援します。 

 

主な経費 

・ブランド米生産・販売促進事業 拡充             １６５万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）          １６５万円 
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☆ 農業の担い手の育成 

「後継者・新規就農者支援対策事業」       （担当：産業振興課） 

 

弟子入り制度や生活支援及び就農条件の整備など、新規就農者等が安心

して就農できる総合的な支援体制づくりを図ります。 

 

主な経費 

・受入れ農家への研修受入助成                        ７２万円 

・研修期間中の家賃補助 拡充                          ２４万円 

・新規就農者生活支援 新規                 ６０万円 

・農業大学校授業料補助 新規                 ２４万円 

・就農条件整備支援 新規                  ２００万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）          ３８０万円 

 

 

 

 

「農業新分野等支援事業（農家提案型補助事業）」 （担当：産業振興課） 

 

農業団体や認定農業者・新規就農者等が行う、農業分野での先進的な取

組みとなる事業や新技術導入事業など、町農業振興のモデルとなる事業に

ついて支援します。 

 

主な経費 

・農業新分野等支援事業            ２００万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）          ２００万円 

 

《支援例》 

○花木通年栽培普及支援 

○施設園芸新規作物導入支援 

○果樹栽培新技術導入支援 
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基本方針 2-2：まちに活力を生み出す産業の創出 

～多様な連携による産業集積と創造的 [ものづくり] を進める～ 

☆ 既存企業の振興 

「商工業活性化対策事業」             （担当：産業振興課） 

 

商工業者の経営力の向上と商店街の活性化を図るため、商工会や事業振

興協議会が主体で取り組む事業に対し補助金を交付します。 

 

主な経費 

・町商工会指導事業         ３５０万円 

・産業まつり 拡充                 ７０万円 

・商業活性化対策事業 拡充             ２１０万円 

・事業振興協議会補助          １７万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）          ６４７万円 

 

 

「新規学卒就労者奨励金支給」          （担当：産業振興課） 

 

就業と町内事業所の雇用確保を支援するため、町内に就業する新規学卒

者に対して３万円を支給します。 

 

主な経費 

・新規学卒就労者奨励金支給 新規      ４５万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）           ４５万円 
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☆ 新たな事業創出への支援・育成：「場」のブランドづくり 

「新事業経営安定対策事業」            （担当：産業振興課） 

 

朝日町の地域資源を活用した付加価値の高い特産品開発等による新たな

事業経営に対し、平成２０、２１年度に引き続き奨励金を貸与します。 

 

主な経費 

・新事業経営安定対策事業 拡充                   ２００万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）           ２００万円 

 

 

 

 

 

 

 

「朝日町産業創造推進機構支援事業」           （担当：産業振興課） 

 

平成２０年度に創設された「朝日町産

業創造推進機構」へ運営のための補助金

を交付し、起業のための支援や、起業さ

れた方への経営安定化に向けた支援、都

市との交流観光事業による商品の販路開

拓等を行います。 

 

 

主な経費 

・朝日町産業創造推進機構運営補助             ８００万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）           ８００万円 

 

 

《奨励金の貸与と返還》 

経費総額の５０％以内で１００万円を限度に奨励金として貸与します。 

貸与期間が終了した時点でその事業を継続している場合は、奨励金の返還

が免除されます。 
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基本方針 2-3：地域の宝物を活用した交流・観光の推進 

～地域資源や「食」の活用と、情報発信力を強化する～ 

☆ 観光振興体制の充実 

「観光振興推進員設置事業」             （担当：産業振興課） 

 

交流人口の拡大を目指し、町の観光情報の収集や発信、また観光資源の調

査や観光ソフトの開発など更に充実させるため、観光協会に「観光振興推進

員設置補助」を交付し、観光振興体制の充実を図ります。 

 

主な経費 

・観光振興推進員設置補助                    ５００万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）           ５００万円 

☆ 観光交流受入体制の充実 

「街なか観光振興事業」                （担当：産業振興課） 

 

来訪者へのもてなしの心を大切に持ち、更なる観光交流を推進するた

め、「地域資源」・「蔵」・「食」を活用するとともに観光案内板を設置

し、受入体制の充実を図ります。 

 

主な経費 

・街なか観光振興 新規                 １,５５０万円 

・蔵活用事業 新規                   １４１万円 

 財 源 内 訳  
・国の補助                    １,００８万円 

・町の負担（一般財源）           ６８３万円 



平成 22年度の主要な施策 

- 15 - 

３．安心と魅力のある定住環境をつくる 

「 定住力 の向上」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 3-1：みんなで支える子育て環境の整備 

～働いている親も安心して子育てのできるまちづくりを進める～ 

☆ 子育てを支える多様な仕組みづくり 

「子育て支援センターの開設」          （担当：健康福祉課） 

 

新しく開園する「あさひ保育園」に「子育て支援センター」を設置し、子

育てに困った時や、子育てに関する情報を知りたいときなど、乳幼児を持つ

保護者達が、少しでも安心して子育てができるように支援します。 

 

主な経費 

・子育て支援センター運営費等 拡充          ７７０万円 

 財 源 内 訳  
・県の交付金                      ３７５万円 

・町の負担（一般財源）                  ３９５万円 

 

 

 ☆ 多様な保育ニーズへの対応 

「早朝・延長・土曜・３歳未満児保育等の実施」  （担当：健康福祉課） 

 

「あさひ保育園」では、働きながら子どもを育てている保護者が、安心し

て子育てできるように、通常保育のほか、早朝・延長保育に土曜保育を加え

るなど、多様な保育サービスを提供します。 

 

３歳児未満 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

33 46 48 54 181

「あさひ保育園」平成２２年度入所児童数（予定）

 
 

主な経費 

・早朝、延長、土曜保育、未満児保育費 拡充         ２,２０１万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）         ２,２０１万円 
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☆ 子育てにかかる経済的負担の軽減 

「未就学児医療費完全無料化事業・小学生入院医療費完全無料化事業」 

                （担当：健康福祉課） 

 

 子育て支援策のひとつとして、「朝日町未就学児医療費完全無料化事

業・小学生入院医療費完全無料化事業」を実施しています。これは、県の

子育て支援の非該当者及び、県の子育て支援医療制度において発生する自

己負担分に対し、町がさらに助成するものです。 

 ただし、入院時の食事代や差額室料など自費負担のものは該当しません

のでご留意ください。 

 

主な経費 

 ・子育て支援医療給付費、子育て支援医療審査支払等 １,２２０万円 

 財 源 内 訳  
 ・県の負担               ４８７万円 

・町の負担（一般財源）           ７３３万円 

 

○手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第２子以降（３歳児以上）の保育料の軽減」    （担当：健康福祉課） 
 

子育て支援策のひとつとして、平成

１９年度から第２子以降（３歳児以

上）の保育料を５，０００円に定額化

しています。（３歳未満児保育料は対

象外です。） 

平成２２年度も引き続き実施します。 

 

影響額 

・５,０００円定額化による保育料の軽減総額     １,８４９万円 

  受 診   ⇒  自己負担金の支払い ⇒ 領収書を役場に提出 ⇒ 後日口座に振込 

    

 

 

                 

 領
収
書  
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☆ 子育てにかかる経済的負担の軽減 

「子ども手当支給事業」              （担当：健康福祉課） 

 

 中学３年生までの子どもを対象に、月額１３，０００円を支給します。 

 

主な経費 

・子ども手当支給 新規                １億１,２２２万円 

 財 源 内 訳  
    ・国の負担                    ８,４２９万円 

    ・県の負担                    １,３９３万円 

    ・町の負担（一般財源）              １,４００万円 

 

 

「１８歳以下季節性インフルエンザ予防接種助成事業」 

（担当：健康福祉課） 

 

 １８歳以下の子ども等が受けた季節性インフルエンザ予防接種費用に対

し、１，５００円を限度に町が助成します。 

 

主な経費 

・１８歳以下インフルエンザ予防接種助成          ６８万円 

 財 源 内 訳  
    ・町の負担（一般財源）                ６８万円 

 

 

「ヒブワクチン（細菌性髄膜炎予防）接種助成事業」（担当：健康福祉課） 

 

 乳幼児が罹患し重症化しやすい細菌性髄膜炎の予防接種費用に対し、１

回あたり２，５００円を限度に町が助成します。 

 

主な経費 

・ヒブワクチン予防接種助成 新規              ２０万円 

 財 源 内 訳  
    ・町の負担（一般財源）                ２０万円 
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☆ 地域で支える子育て環境の整備・充実 

「放課後児童クラブの開設」                    （担当：教育文化課） 

 

放課後の子ども達が安全安心で健やかな居場所を確保するため、「放課

後子ども教室」を行います。 

また、仕事などで保護者や家族の方が、昼間家庭に不在となる児童等に

対しては、「放課後児童クラブ」を開設します。 

 

主な経費 

・放課後子ども教室 拡充                          １４８万円 

・放課後児童クラブ 拡充               ５６９万円 

 財 源 内 訳  
・県の負担           ２２２万円 

・町の負担（一般財源）            ４９５万円 

☆ 健やか健診、育児健診等の実施 

「妊婦健康診査助成事業」                         （担当：健康福祉課） 

 

 子育て支援策のひとつとして、無料妊婦健診受診券交付を１４回分としま

す。これにより、経済的負担を軽減するとともに、妊婦健康診査の受診を推

進し、母体や胎児の健康確保を図ります。 

 

主な経費 

・無料妊婦健診受診券交付（１４回分）         ４１３万円 

・妊婦健診償還払補助                     ８万円 

 財 源 内 訳  
・国の補助             １２３万円 

・町の負担（一般財源）          ２９８万円 
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☆ 地域医療の充実 

「朝日町立病院運営費」                 （担当：町立病院） 

 

町民の皆様に、質の高い思いやりのある医療・保健・福祉を提供いたしま

す。 

主な経費 

・町立病院収益的収支      ７億６,５２０万円 

・町立病院資本的支出        ５,０９１万円 

 財 源 内 訳  
・病院会計                  ５億９,５７３万円 

・病院会計の負担（借金・病院債）           １６０万円 

・国の補助（国保調整交付金）                        １６４万円 

・国の補助（交付税）                     １億８,５７６万円 

・町の負担（一般財源）                       ３,１３８万円 

基本方針 3-2：健康で、生きがいをもって活動できる環境の整備 

～生涯現役で活躍できる健康な人を増やす～ 

☆ 地域における支え合い：高齢者自立生活支援システムの整備 

「高齢者生きがい活動支援」               （担当：健康福祉課） 

 

社会福祉協議会、シルバー人材センター、民生委員など各推進機関の連携

を図り、各種教室や元気クラブなど、楽しみながら健康で社会参加できる高

齢者の生活を支援する活動を進めます。 

 

 

主な経費 

・社会福祉協議会、シルバー人材センター運営補助   ８８５万円 

・民生児童委員活動費等         ４２７万円 

・各種生きがいづくり大会                               ９万円 

・長寿クラブ助成          １２６万円 

 財 源 内 訳  
・県の負担               ２７１万円 

・町の負担（一般財源）        １,１７６万円 

 

介護保険特別会計で行っている主な事業 

①介護予防事業 ７４５万円（ぴんしゃん教室、介護予防教室、元気クラブ等） 

②包括的支援事業 ２１万円（ケアマネージャー支援） 

③任意事業   ５０６万円（紙おむつ支給事業、介護者交流会等） 
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☆ 快適で多様な住宅環境の整備 

「持家住宅支援事業」                （担当：建設水道課） 

 

 自ら居住する持家住宅の５０万円以上の建設工事（新築、増改築、修

繕等）に対し、助成金を交付します。（町内建設業者との契約に限るこ

ととし、費用の１０％以内、５０万円を限度とします。） 

 また、町内に建築された木造住宅（新築及び増改築）に対し、助成金

を交付します。（国内産木材製品額の４０％以内とし、３０万円を限

度。） 

ただし、３０万円以上の国内産木材製品を、町内製材業者から納入し

使用するか、または町内建築業者施工のものに限ります。 

 

主な経費 

・持家住宅建築奨励助成金 新規         ４５０万円 

・木材製品利用住宅建築奨励助成金        １５０万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）          ６００万円 

 

 

基本方針 3-3：安全安心で、快適な環境の整備 

～地域ぐるみの支え合いと、生活を支える基盤をつくる～ 

☆ 災害に備える基盤整備や地域防災体制の確立 

「木造住宅簡易耐震診断助成事業」                 （担当：建設水道課） 

 

大規模地震に備え、木造住宅の耐

震診断を希望する住宅の所有者に対

し、町で耐震診断士を派遣し、その

費用の一部を負担します。 

 

主な経費 

・木造住宅簡易耐震診断委託（５０戸分） 拡充     ３００万円 

 財 源 内 訳  
・国の負担              １５０万円 

・町の負担（一般財源）           １５０万円 

 

■診断士派遣費用 ６万円（１棟当たり） 

【負担割合】 

・町 の 負 担（９割）５４,０００円 

・所有者負担（１割） ６,０００円 
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☆ 安全で便利な交通環境の整備 

「町道整備事業・町道維持補修事業」         （担当：建設水道課） 

 

町が管理する町道において、維持補修や整備を計画的に進めるとともに、

橋梁の長寿命化に向けた計画づくりに着手します。 

 

主な経費 

・町道維持補修                １,３５２万円 

・町道整備（県道整備町負担金1,200万円含む）  １億４,９２５万円 

・橋梁長寿命化策定事業                ３００万円 

 財 源 内 訳  
・国の交付金                ８,１２５万円 

・町の負担（借金・過疎債）           ５,８７０万円 

・町の負担（借金・臨道債）             ６３０万円 

・町の負担（一般財源）          １,９５２万円 

 

  

☆ 快適で多様な住宅環境の整備 

「合併処理浄化槽の設置補助」            （担当：建設水道課） 

 

町では、大谷地区を除く町内全域において、合併処理浄化槽の設置につい

て、多様な助成制度等を設け普及促進に努めています。 

 

主な経費 

・合併処理浄化槽設置補助        １,４０３万円 

 財 源 内 訳  
・国の負担              ２６４万円 

・町の負担（一般財源）         １,１３９万円 

各種助成制度の一例 

①若者定住奨励金（５万円） 

合併処理浄化槽を設置した年度において、夫婦の一方が４０歳未満、

または１８歳以下の扶養者が１名以上の世帯 

②転入者奨励金（２０万円） 

 合併処理浄化槽を設置した年度において転入した世帯 

 

予定箇所 ・三中線（常盤） 

・三中２号線（高田） 

・一本松線（能中） 

・田中線（大谷） 
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☆ 安全で便利な交通環境の整備 

「山形直行バス実証運行事業」           （担当：税務町民課） 

 

山形直行バスは、山形市内の高校に通学している親の経済的・時間的負

担の軽減と、通学・通勤・通院等の利便性向上を図るため、平成２１年度

に引き続き運行いたします。 

 

主な経費 

・山形直行バス運行経費 拡充            ６６０万円 

 財 源 内 訳  
・国の補助                     ３９１万円 

・町の負担（一般財源）          ２６９万円 

 

【利用料金】 

 

高校生以上 中学生以下 小学生未満

５００円 ２５０円 無料

1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年

通　学 ６，０００円 １７，０００円 ３１，０００円 ６０，０００円

通　勤 ８，０００円 ２２，５００円 ４１，０００円 ８０，０００円

通　学 １２，０００円 ３４，０００円 ６２，０００円 １２０，０００円

通　勤 １６，０００円 ４５，０００円 ８２，０００円 １６０，０００円

乗車1回当り

片道定期

往復定期

定期券の種類

 

※往復定期券に限り、左沢駅前発から宮宿行きの山交バスも平日利用ができます。 

 

【 時  刻 】 

■往路（朝日町 ⇒ 山形市） 

 

４月～１１月及び３月

太郎公民館前 役場前 山形駅西口 山形市役所 北駅西

６：３３ ６：４２ ７：３５ ７：４８ ８：００

１２月～２月

太郎公民館前 役場前 山形駅西口 山形市役所 北駅西

６：１８ ６：２７ ７：３２ ７：４８ ８：００  
■復路（山形市 ⇒ 朝日町） 

 

４月～３月

山交バス本社前 山形駅西口 山形市役所 北駅西 役場前 太郎公民館前

１８：１０ １８：１５ １８：２０ １８：２８ １９：２１ １９：３０  
※土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（１２月３１日～１月３日）の運行はありません。 

※発着地が太郎公民館前になります。 

 

  

 ぜひ、ご利用ください。 
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☆ 安全で便利な交通環境の整備 

「デマンドタクシー“あいのり号”実証運行事業」 （担当：政策推進課） 

 

４月１日より、交通空白地域の解消や高齢者が安心して通院や買い物が

できるよう、「デマンドタクシー“あいのり号”」を運行します。 

なお、当面は西部地区、上郷地区及び沢内地区と宮宿エリアを結ぶ運行

を行います。（和合地区、北部地区については、民間路線バスとの協議が

必要であるため、今回の運行エリアから外れていますが、できるだけ早く

町内全域で運行できるよう努力していきます。） 

 

主な経費 

・デマンド型交通導入検討事業 新規         １,３９４万円 

 財 源 内 訳  
・国の補助                     ５０７万円 

・町の負担（一般財源）          ８８７万円 

 

 

【運 行 日】 

 ■月曜日から金曜日の平日に運行します。 

※土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（１２月３１日～１月３日）の運行はありません。 

 

【運行時刻】 

 ●上り（各地区発、宮宿行き） 

  ①午前８時    ②午前９時４５分    ③午後１時  

④午後３時１５分 ⑤午後４時４５分 

 ●下り（宮宿発、各地区行き） 

  ①午前９時    ②午後０時１５分    ③午後２時３０分  

④午後４時 

※乗車人数や運行経路が毎回異なりますので、時刻表は目安となります。また、予約が無い場合

は運行しません。 

 

【利用料金】 

 ○全区間１回につき４００円。 

 ○小中学生、障害者手帳所持の方は２００円、幼児は無料です。 

※１２枚綴りの回数券（４，０００円）も発行いたします。 

 

【予約方法】 

 ・予約センターにて一括で行います。 

 ・予約は運行時刻の３０分前まで可能です。ただし午前８時の宮宿行きにつ

いては、前日の午後６時までとなります。 

 ・受付は、平日の午前７時３０分から午後６時までです。 

 

【予約センター電話番号】  ６７－２１７３ 
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☆ 循環型地域社会の構築 

「空気のふるさと推進・菜の花活用循環型推進事業（菜の花プロジェクト）」          

（担当：税務町民課・産業振興課） 

 

町のシンボルである「澄んだ空気」を大切に守るため、環境基本計画に

基づき、空気のふるさと推進事業に取り組みます。 

また、環境意識が高まる中、耕作放棄地を利用して育てた菜の花から、

菜種油を採取し学校給食等に利用し、使用済みの廃油から再びバイオディ

ーゼル燃料にリサイクルする取り組みを通じ、循環型環境意識の醸成を図

ります。 

 

主な経費 

・空気のふるさと推進事業                 １０万円 

・ごみ集積所への廃食油回収ボックスの設置、環境学習の実施等 

      ７０万円 

 財 源 内 訳  
・町の負担（一般財源）            ８０万円 

 

☆ 豊かな自然と調和した快適な生活基盤の整備 

「まちづくり交付金による町道・交流広場等の都市基盤整備」 

 （担当：建設水道課）  

住みやすいまちづくりの社会基盤整備や地域資源を活用する案内板の設置

を行い、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図ります。 

主な経費 

・まちづくり交付金事業             ４,６８６万円 

 財 源 内 訳  
・国の負担                    １,１８０万円 

・町の負担（借金・過疎債）           １,７７０万円 

・町の負担（一般財源）             １,７３６万円 

 



平成２２年度　当初予算額　（会計別総括表）

（単位：円、％）

区分　 当初予算額 比較増減

　会計の別 平成２２年度 平成２１年度 予算額 率

41億2,000万 46億4,500万 △5億2,500万 △11.3

うち他会計からの繰入 0万 0万 0万 0.0

うち他会計への繰出 5億1,355万 4億7,601万 3,754万 7.9

2,170万 2,190万 △20万 △0.9

うち一般会計からの繰入 201万 201万 0万 0.0

10億3,100万 10億1,400万 1,700万 1.7

うち一般会計からの繰入 9,349万 9,641万 △292万 △3.0

180万 180万 0.0

うち一般会計からの繰入 19万 19万 0.0

うち一般会計への繰出 0万 0万 0万 0.0

8億6,659万 8億8,770万 △2,111万 △2.4

うち一般会計からの繰入 1億5,865万 1億5,977万 △112万 △0.7

うち一般会計への繰出 0万 0万 0万 0.0

8,569万 8,668万 △99万 △1.1

うち一般会計からの繰入 3,953万 3,799万 154万 4.1

うち一般会計への繰出 0万 0万 0.0

収益的収支 7億6,520万 7億6,660万 △140万 △0.2

資本的支出 5,091万 8,285万 △3,194万 △38.6

うち一般会計からの繰入 2億1,714万 1億7,501万 4,213万 24.1

収益的収支 1億5,900万 1億6,400万 △500万 △3.0

資本的支出 1億1,710万 1億3,290万 △1,580万 △11.9

うち一般会計からの繰入 247万 462万 △215万 △46.5

72億1,899万 78億343万 △5億8,444万 △7.5

67億543万 73億2,742万 △6億2,199万 △8.5会計間のお金の出し入れを除いた正味の総額

総　　　　　額

企
業
会
計

病
院
事
業
会
計
水
道
事
業
会
計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

特
別
会
計

一　　　般　　　会　　　計

集落排水事業特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

－ 25 －
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一般会計予算額（決算額）の推移

────────────────────────────────────────

１．一般会計当初予算の推移・概要

○平成２２年度予算規模 ４１億２，０００万円

（前年度比較５億２，５００万円、１１．３％の減）

（１）歳入の特徴

・町税：景気低迷による個人・法

人町民税の減

・地方交付税：経済対策関係経費

・地域医療基盤確保による増、

公債費算入分の減

・繰入金：財政調整基金繰入の増、

減債基金繰入の減

・町債：過疎債（あさひ保育園整

備事業他）の減、臨時財政対策

債の増

（２）歳出の特徴

・投資的経費：あさひ保育園整備

事業の減、町道整備の増、小学

校施設整備の増

その他

補助費等：地域医療基盤の維持

・強化のため、病院事業会計操

出補助の増

２．人件費の状況

（１）人件費は平成11年度の１３億６,９００万円がピーク。

当初予算の推移　歳入

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

百万円

その他 372 463 418 339 306 294 319

繰入金 394 152 162 193 141 110 75

地方債 427 459 526 482 434 1,045 384

国・県支出金 356 282 409 478 338 386 512

地方交付税 2,200 2,200 2,200 2,180 2,210 2,210 2,260

町税 539 550 566 648 636 600 570

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

当初予算の推移　歳出

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
百万円

その他 959 1,027 1,095 1,215 1,086 1,320 1,442

補助費等 763 638 633 621 701 607 679

投資的経費 320 423 665 643 533 1,009 405

公債費 1,018 885 854 834 782 743 615

人件費 1,228 1,133 1,034 1,007 963 966 979

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
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（２）職員給・職員数とも

平成11年度の９億２千万円、

１４９人がピーク。

職員数の削減、給料制度・諸手当の

見直しによる減等により、職員給は

１１年連続の削減。

３．普通建設事業（公共事業）の状況

○平成20年度以降は、『町民生活と地域経済を守る緊急対策』のため積極的に単独事業を

実施

○施策の「選択と集中」を行う

・21年度は「あさひ保育園整備事業」のため、大幅な増となっている

（20年度は決算、

21年度からは当初予算額）

（単位：百万円、％、人）

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

 人件費 1,192 1,118 1,029 1,011 976 966 979

伸び率 △3.2 △6.2 △8.0 △1.7 △3.5 △1.0 1.3

 職員給 794 724 652 649 631 619 607

 伸び率 △2.7 △8.8 △9.9 △1.5 △2.8 △1.9 △1.9

 職員数 129 119 109 110 103 103 103

（20年度までは決算、21年度からは当初予算額）

職員給の推移

794

724

652 649 631 619 607
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百万円
20年度までは決算、21年度からは当初予算額

普通建設事業の推移
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その他
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４．財政運営の健全性の維持

（１）健全化判断比率の健全水準の維持（第３次財政改革実施計画の取り組み）

平成21年度は、「あさひ保育園整備事業」の実施により予算規模は大幅に増加し

た。22年度も『町民生活と地域経済を守る緊急対策』のため、積極的に施策を実施

する。施策の実施にあたっては、国県補助交付金や、過疎債等の償還金に対し後年

度に財源措置のある有利な町債の活用に努める。また、行財政改革や公債費の削減

等で経常的経費充当一般財源の抑制を行い、財政運営の健全性を維持する。

○「実質赤字比率」、「連結赤字比率」

財政調整基金残高の維持、一般会計から他会計への適切な繰出補助により、

引き続き黒字決算となることが見込まれる。

○「実質公債費比率」、「将来負担比率」

町債残高が増加したが、過疎債等の償還金に対し後年度に財源措置のある有

利な町債の活用により、県内市町村でトップクラスの健全性を維持する。

20年度 21年度 22年度 23年度

決算 見込 見込 計画目標値

実質公債費比率 12.1% 11.8％ 12.0% 12.5%以下

将来負担比率 53.8% 63.1% 72.5% 83.0%以下

○町債残高は、平成12年度の８０億８千万円（減税補てん債１億８千万円を除いた

現在高は７９億円）がピーク。21年度は「あさひ保育園整備」のため増となって

いる

（単位：百万円）

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

発行額 448 493 499 445 399 1,162 383

臨財債・減税補てん債 264 206 181 161 151 234 244

臨財債以外分 184 287 318 284 248 928 139

町債残高 6,230 5,818 5,607 5,357 5,054 5,681 5,535

臨財債・減税補てん債 1,123 1,307 1,449 1,548 1,619 1,765 1,912

臨財債以外分 5,107 4,511 4,158 3,809 3,435 3,916 3,623

（20年度までは決算、21年度は決算見込）
※「決算統計」の記載要領に準じて計上（病院整備に充当した過疎債を除く）
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○定期償還分の公債費は、平

成15年度の１０億２千万円

（繰上償還分２億２千万円

を加えた公債費は１２億５

千万円）がピーク。町債発

行額の抑制・繰上償還によ

り、７年連続減少

（20年度までは決算、

21年度は決算見込）

○財政調整基金の年度末現在高は、平成18年度以降７億円超で推移

予算取崩額 平成２１年度当初：３６百万円

平成２２年度当初：６７百万円

（単位：百万円）

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

419 565 637 730 724 731 731

146 72 118 71 119 127 60

3 2 2 2 2

28 79 114 129 67

565 637 730 724 731 731 726

（20年度までは決算、21年度は決算見込）

予算取り崩し額

年度末現在高

前年度末現在高

歳計剰余金処分積立額

予算積立額

公債費の推移
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